
⽶⼦道整備による経済波及効果

出典︓NEXCO⻄⽇本累計利⽤台数⽇平均利⽤交通量
（年）
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約8,400台/⽇
（直近５か年）

約9,000万台
2013年3⽉
⿃取道・松江道全線開通

2010年〜2011年
⾼速道路無料化社会実験

2009年11⽉
⼭陰道（斐川〜出雲）開通

1997年3⽉
岡⼭道全線開通

1992年12⽉
⽶⼦道全線開通

⽶⼦道の利⽤交通量と累計利⽤台数の推移

※経済波及効果額はSCGE 空間的応⽤⼀般均衡 モデルにより、2017年の社会経済状況を基準に⽶⼦⾃動⾞道あり/なしの場合の社会経済状況を推計し、GRP 地域内の付加価値額の合計 の
 差より計測 ⼩数点第1位を四捨五⼊ 。
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⽶⼦道整備による経済波及効果が⾼い地域の分布
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GRP変化
（億円/年）

観光 16%

電⼦・電気 10%

⾷料品 9%

鉄鋼・⾮鉄 7%

農林⽔産業 6%
⼀般機械 4%

建設業・その他製造等
7%

その他サービス業
41%

※製品の製造に必要な
 電⼒・ガス・⽔道
 など、製品の⽣産増
 に伴い間接的に波及
 している効果。

30年間の累計
約9,300億円

経済波及効果額（約9,300億円）の産業別内訳

（年）
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約9,300億円
経済波及効果額（累計）

○⽶⼦道の整備による経済波及効果は、30年間で約9,300億円になります。
○⽶⼦道の利⽤交通量は直近の5年間（2015年〜2019年）では約8,400台/⽇で推移し、供⽤時
 （約4,600台/⽇）の1.8倍、累計利⽤台数は約9,000万台となっています。
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